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論文の内容の要旨

　通信情報ネットワーキング環境は，ネットワーク上に分散配置される，ハードウェア，ならびに，分散処理環

境，ミドルウェア，アプリケーションまで含めたソフトウェアが，互いに協調してサービスを実現しようとする

ものである。本研究では，通信情報ネットワーキング環境における，下位ハードウェアの効率的処理の実現法，

ハードウェアモジュールの障害管理法，アプリケーションオブジェクトの障害管理法などを提案し，環境全体と

しての高効率・高信頼な晶質を実現する方法を明らかにした。

　まず，通信情報ネットワーキング環境を実現する上での要求条件を，効率化と高信頼化を中心に明確にした。続

いて，実測と数学的解析により，既存のノイマンプロセッサが，疑似的多量処理のためのスレット切り替えオー

バヘットによって非効率であることを示した。同時に，多重処理性，受動性を持つストリーム指向データ駆動プ

ロセッサが効率性や信頼性の観点で通信情報ネットワーキング環境への適用性が高い可能性を指摘した。これを

ふまえて，まず通信情報ネットワーキング環境の効率化の観点から，同ネットワークにアクセスするユーザアク

セスプロトコル処理の効率化をデータ駆動プロセッサを応用して実現する方法を検討した。昨今最もよく用いら

れるプロトコルであるTCP肥を取り上げ，エミュレーションにより，イノマン処理に対するデータ駆動処理の効

率性に関する優位性を述べた。この結果をもとに，データ駆動型TCP／旺プロトコル処理装置を実装した。本実装

では，プロセスあたりの処理時間を測定すると一定となり，きわめて安定な効率性を実現できることがわかった。

　通信情報ネットワーキング環境の高信頼化については，（1）ソフトウェアコンポーネントの障害管理法，（2）

ノードプロセッサなどのハードウェアの障害管理法，さらに（3）（1）と（2）を連動させたソフトウェア・ハー

ドウェア連携障害管理法をそれぞれ提案した。（1）では，SOMSE（Se岬iseOperati㎝andManagementarchitecture

usbgS㎜rei1lanceofapp1icationso肘雄eE1ements）及びその改良手法を提案し，従来実現できなかった，アプリケー

ションソフトウェア構成単位ごとの監視を可能とした。（2）では，データ駆動プロセッサを採用したプロセッサ

障害管理を検討し，データ駆動プロセッサの多量処理性により障害処理の負荷が本来の処理に悪影響を与えない

こと，入力段によって，障害箇所が系全体になんら悪影響を及ぼさないことを明らかにした。（3）では，ハード

ウェア障害を直ちにソフトウェア障害管理の要であるトレーダに通知することにより，通信情報ネットワーキン

グ環境全体の高信頼化を可能とした。
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審査の結果の要旨

　まず，関連研究について質問し，本研究の新規性を確認した。また，通信情報ネットワーキング環境の高効率・

高信頼実現法の将来展望の質疑を通じて，その有効性・信頼性が認められた。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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